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2013 年度事業報告・決算報告・監査報告等 可決・承認される
福岡県労福協は 5 月 26 日(月)、福岡市中央区のアークホテルロイヤル福岡天神において、一般社団

法人移行後初の決算総会となる第 55回通常総会を開催しました。総会では 2013 年度事業報告・決算報

告・監査報告及び 2014 年度事業計画・収支予算並びに役員選出について審議し、全ての議案が原案通

り可決・承認されました。

第 55回通常総会は 13時 30分、島村幸利副理事長の司

会で開会。総会議長に児玉博寿氏(全労済福岡県本部)を

選出した後、髙島喜信理事長より理事会を代表して挨拶

がありました。髙島喜信理事長は「国際情勢では不穏な

動きに注視することが重要であるが、日本は平和の下で、

サッカーを中心にスポーツ大会等が開催されている」と

世界平和を願いました。また、法人事業について「公益

目的事業支出計画に基づき一年が経過した、これからも

確実な計画推進が求められるが、一方では労働者自主福

祉事業の更なる拡充がもとめられていることから、会員

団体の更なる連携強化が必要で、そのかすがい役を果た

していきたい」と決意を述べました。理事会を代表して挨拶する髙島喜信理事長

来賓挨拶では、厚生労働省福岡労働局・前田芳

延局長、福岡県福祉労働部労働局労働政策課・竹

野佑喜課長、福岡市経済観光文化局産業振部就労

支援課・高松和生課長、北九州市産業経済局総務

政策部雇用政策課・金井弘毅課長の 4 名から祝辞

と激励の挨拶がありました。なお、友誼団体であ

る福岡県高齢者団体連合・橋口甚之輔会長が臨席

されました。また、祝電・メッセージ披露では中

央労福協をはじめ 8 団体からのメッセージが披露

されました。

議案審議では、大原始専務理事から 2013 年度事

業報告及び決算報告、2014 年度事業計画及び収支

予算、役員選出について提案がありました。また、

2013 年度の事業監査報告は長野豊喜監事からあり

ました。総会議長は、提出議案に対する質問・意

見を議場に諮ったところ、全ての提出議案が原案

通り満場一致で承認・可決されました。

役員選出(案)が承認されたことを受けて、10 分

間の休憩に入りました。その間に理事会三役を互

選する第 3 回理事会が開催されました。14 時 55

分に再開し、髙島喜信理事長より第 3 回理事会の

経過報告を行うとともに、顧問 1 名の委嘱につい

て口頭提案があり、顧問 1 名の委嘱についても満

場一致で承認され、全ての審議が終了しました。

山城正一副理事長より閉会の挨拶があり、15 時

2分第 55 回通常総会が終了しました。

前専務理事の大原始氏を顧問に！
第 55 回通常総会をもって辞任された前専務理事の大原始

氏の一年間の顧問就任が承認されました。法人制度改革への
対応期限の重要な期間において、4 年間専務理事を務められ
た大原始氏の経験を活かして、今後の法人事業の運営に対し
てアドバイスを頂きます。

2014 年度理事会役員

役 職 氏  名 推薦・所属団体

理 事 長 髙 島 喜 信 連合福岡 再任

副 理 事 長 山 城 正 一 九州労働金庫福岡県本部 再任

同 島 村 幸 利 全労済福岡県本部 再任

専 務 理 事 深 町 裕 二 連合福岡 新任

理 事 田 井 孝 二 連合福岡 新任

同 木 村 洋 三 九州労働金庫福岡県本部 再任

同 岩 木 克 明 全労済福岡県本部 再任

同 宮 﨑 正 義 福岡県生協連 再任

同 佐 伯 衛 北九州総合労働会館 再任

同 小 森 幸 雄 筑紫朝倉地域労福協 再任

同 中 間 徹 北九州地域労福協 再任

同 本 田 賢 治 南筑後地域労福協 再任

同 寒 竹 準 一 遠賀川地域労福協 再任

同 伊 藤 正 美 北筑後地域労福協 再任

同 桑 原 忠 志 福岡地域労福協 再任

同 安 藤 正 宣 京築田川地域労福協 再任

監 事 金 光 千 春 連合福岡 新任

監 事 長 野 豊 喜 九州労働金庫福岡県本部 再任

※第 55 回通常総会の終結をもって、大原始専務理事、上野

茂伸理事、太田眞由美監事の 3名が辞任されました。



講演会

講演のＤＶＤを貸し出します。福岡県労福協事務局までお問合せください。

-2-

労働組合における相互扶助の意義
～労働組合と事業団体の連携による共助の拡大～

2014年 5月 26 日/アークホテルロイヤル福岡天神

2014 年度講演会の風景

福岡県労福協は 5月 26 日(月)、福岡市内のホテルにおい

て 2014 年度講演会を開催しました。講演会には会員団体の

構成委員を中心に 70名が参加をしました。

深町裕二専務理事の司会で 15 時 30 分に開演。冒頭、髙

島喜信理事長から「労福協運動の柱は、労働者自主福祉運

動で培ってきた共助事業の枠の中に入れない人々をどう共

助の輪の中に呼び込む取組みを展開するかである、その為

に労働組合と事業団体との連携をより強化することが重要

である、また、福岡県労福協は法人事業として公益目的事

業の推進・拡大に向けた取組みを展開しているところであ

り、本講演会でそのノウハウを含めて学んでほしい」と講

演会の開催主旨を含め挨拶がありました。

労働組合は産みの親として、労金・全労済の事業に無関心ではダメ！
講演会は一人の講師で途中休憩を挿み 2時間にわたり開催されました。講師には、生活経済研究所長

野の塚原哲事務局長を招き、勤労者の可処分所得を向上させるための手法を含め、労働組合や事業団体

の役割、労働者個人で出来る事などを中心に講話がありました。特に塚原講師は「過去において、労働

組合は生協を立ち上げ、労働者の銀行をつくり、そして共済事業を始めた、労働金庫や全労済の産みの

親は労働組合である、よって、労働組合は組合員の可処分所得の引上げについて、賃上げ以外の取組み

を推進する上で、労働金庫や全労済の事業活動に対して無関心でダメ、もっと責任をもって対応すべき」

と熱弁されました。

なお、約 2 時間にわたる塚原講師の講話内容は、①労働組合の役割と現状、②世代間協力による親族内ロ

ーン、③相互扶助の発展系と本質、④労働組合における相互扶助の共済、⑤共済と保険の立ち位置の違い、

について講演がありました。

労福協ライフサポートカード／提携店ガイドブックの差し替えを実施
会員の福利厚生事業として実施しています「労福協ライフサポートカード事業」では、提携施設の利用促進を

図り、可処分所得を引き上げることを目的に、2012 年に提携店ガイドブックを作成し、会員団体の全構成組織に

行き渡るように配付を行いました。この度の消費税率引上げに伴って、各提携施設の提携料金の引上げが行われ

ましたので、提携店ガイドブック紙面の差し替え分を作成し配付しましたのでお知らせします。

［労福協ライフサポートカード提携店一覧(2014.6.1 現在)］

■宿泊・会議・宴会・婚礼等
◇ﾚｲｸｻｲﾄﾞﾎﾃﾙ久山(久山町)  ◇博多都ホテル(福岡市)  ◇ｽﾃｰｼｮﾝﾎﾃﾙ小倉(北九州市)  ◇福岡ｻﾝﾊﾟﾚｽ(福岡市)

◇ｱｰｸﾎﾃﾙﾛｲﾔﾙ福岡天神(福岡市) ◇ｱｰｸﾎﾃﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ(全国) ◇萬象閣敷島(嬉野温泉) ◇季の郷山の湯(宝泉寺温泉)

◇和多屋別荘(嬉野温泉) ◇北九州ﾎﾃﾙﾌﾟﾗｻﾞ(北九州市) ◇ﾘｰｶﾞﾛｲﾔﾙﾎﾃﾙ小倉(北九州市) ◇久住高原ｺﾃｰｼﾞ(竹田市)

  ◇ﾊﾟｰﾚﾝｽ小野屋(原鶴温泉)  ◇直方いこいの村(直方市)  ◇ｵｰﾑﾀｶﾞｰﾃﾞﾝﾎﾃﾙ(大牟田市)

■冠婚葬祭等

◇愛ｸﾞﾙｰﾌﾟ(日本ｾﾚﾓﾆｰ他)  ◇㈱サンレー  ◇㈱白雲社  ◇㈱メモリード  ◇㈲本城斎場  ◇㈱せいぜん

■スポーツ

◇若宮ゴルフクラブ  ◇麻生飯塚ゴルフ倶楽部  ◇北九州カントリークラブ  ◇山陽国際ゴルフクラブ

◇宇部 72 カントリークラブ  ◇久住高原ゴルフ倶楽部  ◇セントラル福岡ゴルフ倶楽部  

◇乗馬クラブクレイン福岡  ◇乗馬クラブクレイン湯布院

■その他

◇福岡新水巻病院(人間ドック)  ◇博多 由布院・武雄温泉 万葉の湯(お風呂)  ◇㈱ビジョンメガネ

◇㈱海の中道海洋生態科学館(マリンワールド海の中道)  ◇はるやま商事㈱

※詳細は、福岡県労福協ホームページをご覧になるか、提携店ガイドブックを参照ください。


